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第 1章緒
言 ミ3なる時はその差は確差ありどした。
指紋が遺伝的形質であることはすでに多〈の研究
者によりて発表されている。本研究の目的はこの遺
伝形質である指紋の調査研究によって，日本民族の
地方差闇珂の一助にせんとするものである。今回， 
埼玉県児玉郡住民の指紋を調査する機会を得たが
で，ここにその成績を報告する次第である。児玉郡
は埼玉県の中央部の北k柑 L，'北は群馬県_.，東及び
南は大里郡，西は秩父郡に接して居り，利根川及び
荒川の聞に狭まれたー郡である。
第 2章研究資料及び研究方法 
研究資料は埼玉県児玉郡において，小学校児童か
ら得たものである。しかしてその資料の選釈に当つ 
ては市及び町の住民を除き，村の住民に限引，しか
も明らかに土着者と思われるもののみを選び他はす
ベて除外した。その調査人員は総数 2500名の男子
である。分類法は小池教授の提唱する B，S，ODS， 
OWの四項目分類に従った。しかしてこの分類法は
「日本人の指紋の研究班Jにおいて，決定探用された
ものである。比較に当つては Ml~M2/ ~/m12干函 
第 3章成 績
第 1節各指計について〔矯 1表] 
第[¥TC頂)1各指における各型指紋の出現頻度のA.
2表〕
指指，左手指指においては ow.-S群， ODS，B 
の順位を示し，これら各順付 の問には確差が存在すa
る。 owとSとの問には確差は証明されない。右手
指指においては ow;S，ODS，Bの順位を示し，
これら各順位の間には確差が証明される。
示指左手示指においてはSが第 1枕， owが第
2{立を示すが ODSとBとの聞には確差が証明され
ず ODS-B群が第 3{立を示す。右手示指においては
S-ow群が第 1{IT，ODS-B群が第 3{立を示しこ
れら両群の間には確差は存在するが， Sとowとの
間，及び ODSとBとの間には何れも確差が存在し
ない。
中指左手中指においては S，OW，ODS，Bの 
順位を示しこれら各順位の聞には何れも確差が存
在する。右手中指においてはSが第 1位， owが第
2位， ODS-B群が第3位を示す。 ODSとBとの
第 1表各指計
側別指1型|揖 i~l 示 指|中 指 I -環 指 、指 
左 
B. 
S 
1.64土 0.25 
41.36士 0.98 
4.32士 0.41 
48.16 t 1.00 
2.36土 0:30 
58.00士 0.99 
0.72士 0.17 
38.40土 0.97 
0.44士 0.13
69.80士 0.92 
手 
ODS 
ow 
14.56士 0.71 
42.44土 0.99 
5.44 t 0.45 
42.08士 0.99 
5.80士 0.45 
33.84士 0.95 
4.20 +0.40 
56.40士 0.98 
4.88 t 0.43 
24.88士 0.86 
右 
B 
S 
0.88 t 0.19 
34.96士 0.95 
4.16士 0.40 
46.60士1:00 62.36士 0.96 I32.28士 0.93 
0.24士 0.10
60.40士 0.98 
手 
ODS 
ow 
8.04 +0.54 
56.12土 0.99 
4.88士 0.38 
44.36士 0.99 
2.96士 0.34 I 1.04士 0.20 
32.96士 0.93 66.24 t 0.95 
1.52士 0.24
37.84 t 0.97 
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問には確差に近い差が存在する。 左右の小指においては S，ODS，OWの三型にお
環指左手環指においては OW，S，ODS，Bの いて確差が存在し， S及び ODSは左手の方に多く，
順位を示し，これら各順位の間には確差が認められ OWは右手の方に多し、。 Bにおいては確差が存在せ
る。右手においては OW，-S，ODS-B群の順位を示 ず左右差は証明きれない。
し，これら各順位‘の聞には何れも確差が存在する。 C.各型指紋の出現頻度の各指における比較即ち 
ODSとBとの問には確差は認認、められなしい、カが;ら， 指別的差違について 
に近むい、差がある。 a. 左手
小指左手小指においては S，OW，ODS，Bの 第 3 表 
順位を示す。これらの各順位の間には何れも確差が
存在する。右手小指においても左手小指と同様に lL
図川2ふ ど託叫バ
叩川;ιμ41 3O託弘払3ι 1~6;bμ2お中
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S，OW，ODS，Bの順怜を示〆し，とれらの各順位の
間には何れも確差が存在する。
以上を表示すれば第 2表の如くである。同ーの順 
{立の欄に二つ以上の紋型のある場合はこれらの間に
確差が存在せず，その差は見掛上のものにすぎな
い。しかして見掛上，上{立のものは上に，下位のも
のは下に示してある。
B.左右両手の同名指における各型指紋の出現頻
度の比較，即ち左右差について
左右の揖指においては， Bを除く他の三つの紋型
において確差が存在し， S及び ODSは左手の方に
多く，之に反して OWは右手の方に多し、。 Bにお
いては確差に近い差を以って左手の方が見掛上多く
現われている。
左右の示指においては，すべての紋型において左
右差が証明されない。換言すれば左右差が判然とし
ないことは示指の特徴ということが出来る。
左右の中指においては S及び ODSにおいて確差
が証明され， Sは右手に， ODSは左手の方に多し、。
B及び OWにおいては確差が認められず左右差が
明らかでなし、。
左右の環指においてはBを除く，他の三型におい
て確差が存在し， S及び ODSは左手の方に多く，
逆に OWは右手の方に多く出現する。
B I示[中 lt母|環 j 小
Bは示指が第 1杭，中指一指指群が第 2併，環指
一小指群が第4粒を示しこれらの各順位の聞には
何れも確差が存在するが，中指と揖指との間，叉環
指と小指との聞には何れも確差が証明されない。従
って Bは示指の第 1位は動かないが，中指及ひ、揖指 
の内何れが，第 2位であるか，叉環指と・小指の内何
れが第4位であるかは決定されなし、。しかしながら
以上の三l開立の間に指別的差違が存在することは充
分に証明される。
第 4 表 
7出9125012;38!出21!?岱

S I 小(中|示(据|環 
Sはノト指，中指，示指及び揖指一環指群のJI頂{立を
示L，これら各順位の問，即ち小指と中指との問，
中指と示指との間，示指と指指との聞には何れも確 
差が証明されるが指指と環指との間には確差が証明
されなし、。従って Sは小指が第 1位，中指が第2
位，示指が第 3位を示すが， ~母指及び環指の中何れ
が第 4 位であるかは決定されないが，~、上の各順位
の聞には指別的差違があることは明らかである。
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ODSにおいては指指の第 1{立が決定されたのみ 
で，中指一示指一小指一環指群の聞には確差は証明
されなし、。かかる成績は ODSの出現率の少いこと
によるものである。
出 8E242;3912336 
owl 環 l指|示|中|小 
owにおいては環指が第 1位，指指ー示指群が第 
2位，中指が第 4{立，小指が第 5位を示し，これら
の各順位の聞には何れも確差が証明きれるので指別
的差違が存在する。たど抵指と示指との問には確差
は証明されない。
b. 右手 

第 7 表
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Bj示|中 1 抵|環|小
Bにおいては示指の第1{立が決定されたのみで他 
の指においては，中指は揖指との間に確差は存在し 
ないが，環指及び小指との聞に確差が証明され，抵
指は環指との間に確差は存在しないが小指との聞に
確差が証明される。従って示指が第 1位，中指叉は 
揖指の何れかが第2位， :l'母指叉は環指の何れかが第
第 9 表 
20川区長山541238出 
ODSj :[母|示|中|小 i環 
" 
ODSにおいては揖指が第 1位，示指が第2{立，
中指が第 3位，小指一環指群が第4{立を示しこれら
各順位の問には何れも確差が証明され指別的差違が
存在するが小指と環指との聞には確差が存在せず指
別的差違は証明されない。
表10 第
32.96 
:t	0.93 
中 
owにおいては環指， :l'母指，示指，小指及び中指
の順位を示し，これらの各順位の間即ち環指と栂指
の問，指指と示指の間，示指と小指の間，小指と中
指の間には何れも明らかなる確差が存在する。従つ 
て owにおいては指別的差違が顕著である。
表〕1節五指計について〔第2第 
A.各型指紋の出現頻度の順位 
a.左手 左手においては Sが第 1枕，owが第 
2{立， ODSが第 3杭， Bが第 4{立を占め，これら
各順位の聞には何れも確差が存在する。 
b.右手 右手においては ow-S群が第 1位，
ODSが第 3位， Bが第4{立を示すが owとSとの
聞には確差は認められない。
第 表五指計1
刷引|紋型 出現頻度 側別!紋型| 出現頻度一」
1 	 l
B 90 1. 土 0.12 :t49 1. 0.1 3位，環指又は小指の何れかが第4{:立を示すことと 左 IB 右05.4+2051. 47.32士 0.45S Sなる。従って以上の各順位の聞に指別的差違がある 6.97士 0.23 3.69士 0.17ODS ODSことが充分に証明される。 手39.3 :t0.3 ow47.50士 0.45手	 low
第 8 表
B.各型指紋の出現頻度の左右両手における比2.8ド(ω(6040 l460 lM0土1.1士 0.91 :t.98 1 :t0.95 I. :t093 較，即ち左右差について
ここにおいてはBを除くすべての紋型において確
S I中|小|示|据[環
差が存在し，明らかなる左右差が証明される。即ち 
S においては中指一小指群が第 1位，示指が第 3 S及び ODSは左手の方に多く，逆に OWは右手の
粒，揖指一環指群が第4{立を示し，これら各順位の 方に多い。
間には確差が証明されるが，中指と小指の間，叉揖 第3節十指計について 表〕12〔第 
指と環指との聞には確差が認められず，指別的差違 十指計における各型指紋の出現頻度はSが第 1
は証明されなし、。 位，owが第 2位， ODSが第 3位， Bが第4位を示
千葉医学会雑誌 第 34巻 
第 12表十指計 左手小指，右手1]'寸前， ii)S，OW，ODS-B群の順
紋型|出現頻度
位を示すもの〔左手示指，右手中指]， ii)S-OW 
群， ODS，Bの順位を示すもの〔左手提指]， iv) E5αo33
万 
1.69:!:0.08 OW，S，ODS，Bの順位を示すもの〔左手環指，右
49.26::!:0.32 
手提指〕。
5.33士 0.14 
左右両手を通じ最大の出現率を示すものは左手小W
43.72::!:0.31 
指における Sの69.80%:!:0.92%であるのに対し最
しこれらの各順位の聞には何れも確差が存在する。 小の出現率を示すものは右手小指における Bの0.24
%士 0.10%である。 
第 4章総括及び比較 (2) 各紋型の左右差をみるに揖指の B，示指の
以上の成績を総括するに当り各指計，五指計，十 B，S，ODS及び OW，中指のB及び OW，環指の
指計についてその意義を簡単に述べたし、。各指計は B，小指のBの以上九つの場合を除くほかすべての
各紋型が個々の指におし、て如何に出現するかを検討 場合において明らかなる左右差が証明される。換言
するもので、あって，各紋型の出現頻度が個々の指に すれば i)Bはすべての指において左右差がない。
つレて集計されてし、る。即ち各指計における成績は ii) Sは揖指，中指，環指及び小指において左右差
指紋の出現頻度の指との関連において極めて具体的 が認められ揖指，環指及び小指においては左手の方
な様相を示すものである。五指計及び十指計が指と に多く，逆に中指においてのみ右手の方に多いこと
の関連を離れて紋型中心の集計であるのに対し各指 は注目すべき所見である。 iii)ODSは掠指，中指，
計が指との関連を飽くまでも堅持していることは五 環指及び小指においては何れも確差が認められ左手
指計及び十指計との著しい相違である。五指計にお の方が多い。 iv)OWは揖指，環指及び小指におい
いては指との関係は無視され側別のみが考えられ ては右手の方に多い。
る。十指計においては指別は勿論更に側別をも無視 (3) 指別的差違を大観するに左手においてはB
され，全くの紋型中心の数値である。しかしながら は示指，中指一揖指群，環指一小指群の順位， Sは
指別及び側別を無視された数値ではあるが，その価 小指，中指，示指，掠指一環指群の順位， ODSは
値は少Lも減ぜられない。夫々の用途に於て充分活 指指，中指一示指一小指一環指群の順位，OWは環
用され得るものである。 指，挺指一示指群，中指，小指の順位を示してい 
A.各指計 る。右手?乙おいてはBは示指の第1位のみ決定され 
債であるが，その)1次は中指一揖指一環指一小指群の個々の指における各紋型の出現頻度の順位(1)
を大観するに左右両手の十指の中左手提指 (OW-S 中で、一つおきには確差が存在する。 Sは中指一小指
群)，左手示指 (ODS-B群)， 右手示指 (S-OW 群，示指， ~母指一環指群の順位， ODSは指指，示
群， ODS-B群)，右手中指 (ODS-B群)，及び右 指，中指，小指一環指群の順位， OWは環指， ~母
子環指 (ODS-B群〕を除く他の 5本の指において 指，示指，小指，中指の順位を示してし、る。以上左
は何れも明らかなる確差を以って，各紋型の出現頻 右両手を通じこれら各順位の聞には何れも指別的差
度の順位が決定されている。左右両手を通じ右手の 違が存在する。左右両手を通じてi)Bは示指にお
揖指，左右の環指においては OWが第 1{立である いて， ii)Sは小指叉は中指一小指群において， iii) 
に対し，左手の示指，左右の中指，左右の小指にお ODSは揖指に， iv) OWは環指において最も多く
いてはSが第 1位である。左手の揖指及び右手の示 出現する。
指においては SとOWとの聞に確差が存在せず何 B.五指計
れが第 1{立であるかは判明しなし、。 ODSとBとに 各紋一型の出現頻度は左手において S，OW，ODS， 
おいてはこれら両者の間に確差の存在しない指(左 Bの順位であるが，右手においては SーOW群，
右の示指，右手の中指，右手の環指〉の 4本を除い ODS，Bの順位であって SとOWとの聞に確差が
ては何れも ODS，Bの順{立を示し， ODSが第3 証明されなし、。次に左右差においては S，ODSは
粒， Bが第4位を示してしら。以上を要約すれば各 左手の方に多く ，OWは右手の方に多い。
紋型の出動頻度の順位は，次の四式に集約される。 C.十指計 
i)S，OW，ODS，Bの順位を示すもの〔左手中指， S，OW，ODS，Bの順位を示し，これらの各順位
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の開には確差が存在する。 く，逆に、OWにおいてはこの両県よりも多レ。 
D.比較 b. 右手
ここにおいては志村の東北地方住民の指紋の成績 右手の成績は第 14表の通りである。市原郡との
と余のさきに発表した千葉県市原郡の成績と五指計 間に権差の証明されるのは ODSのみであって児玉
においてのみ比較し地方差を明らかにしたい。 郡の方が多し、。その他の紋型については確差は存在 
a.司左手 しない。次に青森，秋閏両県との間には何れの紋型
左手の成績は第 13表の通りである。市原郡との においても確差が証明される。即ち B，S及び ODS
間に確差の証明されるものは ODSのみであって児 においては児玉郡はこれら両県より少く，逆に ow
玉郡の方が多し、。その他の紋型については確差が証 はこの両県よりも多し、。即ち左右両手において市原
明されない。次に青森，秋田両県との聞には何れの 郡との差は ODSにおいて認められるのみで、あって
紋型においても確差が証明される。即ち B，S及び 地方的差違は少いが青森，秋田両県との差は著しし、。 
ODSの三型においては児玉郡はこれらの県より少
第 13 表
市原郡 青森県 秋田県ゐ二JPl児玉郡
1.90 :!: 0.12 1.83士 0.18
l!
mw 
3
ヨ 。 。  
6.97士 0.23 ‘ 
39.93士 0.33 
児 玉
B 1.49士 0.11 
47.32士 0.45s 
ODS 3.69:!: 0.17 
47.50士 0.45 
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OW 
3.96士 0.15 3.11士 0.12 
51.20士 0.45 53.27 :!: 0.66 60.05 :!: 0.37 56.67士 0.35 
Sは小指叉は中指において， ODSは揖指において， 
OWは環指において最も高い出現率を示す。
q.79士 0.31 
39.11士 0.64 
第 14 表 
市 原 君日
1.50:!: 0.16 
47.53 +0.66 
2.66 :!: 0.21 
48.31 :!: 0.66 
9.29士 0.22 
26.70士 0.33 
f 
三円主 森 県
3.52士 0.14 
56.79士 0.37 
5.98士 0.18 
33.71士 0.36 
10.45士 0.22 
29.77土 0.32
秋 田 県 
2.76士 0.12 
52.06士 0.35 
6.71士 0.18 
-38.48士 0.34
児玉郡住民(男子 2500名〉の指紋を小池式新分類 (4) 五指計においては左手では S，OW，ODS， 
法に従い調査の結果次の結論を得た。 Bの順位であるが，右手においては S-OW群， ODS， 
(1) 各紋型の中最高の出現率を示すものは左手 Bの順位である。十指計においては S，OW，ODS， 
小指における Sの69.80%であり，最低の出現率を Bの順位である。
示すものは右手小指における Bの0.24%である。各 (5) 青森，秋田両県及び千葉県市原郡との比較
指における出勤頻度の順位はり S，OW，ODS，B において左右両手とも市原郡とは ODSのみにおい
叉は S，OW，ODS-B群のものは〔左手示指，左右 て確差が認められるに対し，青森，秋田両県とは何
の中指，左右の小指]， ii)OW; S，ODS，B叉は れの紋型においても確差が存在し B，S及び ODS
電車 
OW，S，ODS-B群のもの〔右手揖指，左右の環 の三型は児玉郡の方が少し逆に OWにおいては
指]， ii)S~OW 群， ODS， B又は s-OW群， ODS 児玉郡の方が多く地方的差違が著しい。
一B群のもの〔左手揖指，町右手示指〕である。 
(2) 左右差においては Sは揖指，環指及び、小指 主要交献
において左手の方に多く，中指において右手の方に (1)三橋公平: 千葉県市原郡住民〈女子〉の指紋の
多い。 ODSは揖指，中指，環指及び、小指において 研究，千葉医会誌， 34，2，昭33.
三橋公平: 千葉県市原郡住民(男子)の指紋の(2)は揖指，環指及び小指においOW、。L左手の方に多 
て右手の方に多い。 研究，千葉医会誌， 34，3，昭33. 
(3) 指別的差違においてはBは示指において， その他については，くりを参照されたい。
